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              はじめに    
  本説明書は、必ず実際の保守点検責任者のお手元に届くよう、 

  ご配慮下さい。 

  なお、保守点検者は、ご使用になる前に必ずお読み下さい。 

          太陽光発電の特徴    

   太陽光発電は、太陽の光エネルギーを直接電気エネルギーに 

  変換する半導体素子を利用しており、次のような特徴を有して 

  います。 

 

１． 膨大で、無尽蔵のエネルギー源 

   地球の降り注ぐ太陽エネルギーは、世界が消費する 1 年間の 

   エネルギーを１時間で賄うことができます。 

   また、石油、石炭など化石エネルギーと異なり枯渇する 

   ことがありません。 

 

２． クリーンエネルギー 

   太陽エネルギーを直接電気エネルギーに変換しますので 

   クリーンです。 

 

３． オンサイト発電が可能 

   太陽の光が届くところであればどこでも、電気エネルギーが 

   利用できます。 
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  安全上のご注意 (必ずお守り下さい) 
 

    据付、運転、保守、点検の前に、必ずこの取扱説明書とその他の付属書類をすべて、 

    熟読し、正しくご使用下さい。機器の知識、安全の情報、そして注意事項のすべてに 

    ついて習熟してからご使用下さい。 

     この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」、「注意」として区分して 

     あります。 

 作業される方の資格 

   この取扱説明書は、電気設備の取扱いについての知識があるという前提にたって 

   書かれております。 

   この製品の据付、操作、保守・点検は、資格を有している方が、規定に準拠して 

   行って下さい。 

   資格を有するとは、以下の条件を満たしている方です。 

・この取扱説明書を熟読し、内容を理解している。 

・この電気設備の据付、操作、保守・点検に習熟し、内在する危険性を理解している。 

・この電気設備の操作、保守・点検に関して訓練を受けている。 

  お願い 

・安全にご使用いただくために、電気設備及び付属品等に対して分解あるいは、改造を 

行わないで下さい。 

 

      感 電 危 険   必ず接地工事を行って下さい 

   手 さわらないで下さい    絶対に行わないで下さい 

危険 
取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡 

または重傷を受ける可能性が想定される場合。 

注意 
取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の

傷害や軽傷を受ける可能性が想定される場合および物的 

損害のみの発生が想定される場合。 

 

なお、    注意 に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性が
 
あります。いずれも重要な内容を記載しているので、必ず守って下さい。 
 

       本文中に使用される¨図記号¨の意味は次の通りです。 

！！！！    

！！！！    

手 

！！！！    
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   施工上のご注意(必ずお守り下さい) 
 

 

    パワコンの施工時には、機器に大きな損傷を与え、機器を劣化させる恐れがあり 

   ますので、下記について厳守をお願いします。 

 

  １．入出力端子への配線 

     パワコンへの入出力端子台への配線は、ネジにて確実に締め付けて下さい。 

     特に主回路 （直流入力と交流出力端子）には、電流が流れますので、締め付け 

不良により火災・端子破損・動作不良等が発生する恐れがあります。 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２．パワコンへの入出力配線処理 

     制御信号線 （計測線） と主回路ケーブルには、５ｃｍ以上の間隔を開けて敷設 

     して下さい。近接配線の場合、計測データにノイズが混入する可能性があります。 

     また、出力配線のパワコンへの引き込み部分は、湿気等の侵入がないように 

     しっかりとシール処理をして下さい。湿気の侵入により内部機器の劣化・絶縁 

     不良が発生する恐れがあります。 

 

 

 

 

直流入力端子部 

制御（通信）信号端子部 交流出力端子台 

パワコン内部図 

自立出力端子台 
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   警告ラベルの表示位置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワコン内部配置図 

                    

                                    

感電の恐れあり 

      アース線を設置せよ 

危危危危        険険険険    ！！！！    

       感電危険 

       さわるな 
危危危危        険険険険    ！！！！    

  

 

 

 

                    

                                    

感電の恐れあり 

      カバーをはずすな 

危危危危        険険険険    ！！！！    

カバー 
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頁 
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  １．パワコンシステムの概要 
 

 

         パワコンシステム構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         パワコンシステムの概要    

１． パワコンの運転状態の監視・制御は、メインコンローラに 

より制御しております 

メインコントローラは、パワコンに搭載されており、 

運転モード（運転/待機/故障）データを常時取り込み、 

コントロールパネル上に表示します。 

 

２． パワコンの運転状態の監視は、パソコンでモニタを行うことが 

できます。 

 

３． モニタからの通信線伝送は【ＲＳ－４８５】方式を採用しています。 

システムとして最大１２００ｍ離れた構成ができます。 

 

 

太陽電池 
EPU-A-T100P-SA 

負 

荷 

商用系統 ～～～～    

負 

荷 

自立出力 

～～～～    
～～～～    
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  ２．機能と働き 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （パワコン）パワーコンディショナ    

１． 太陽電池で発生した直流電力を一般負荷で使用する交流電力に 

変換します。 

 

２．太陽電池の出力を監視して起動／停止を自動的に行いますので、 

   通常の操作は必要ありません。 

 

３． 太陽電池が発生する最大電力に追従する制御を行っており、 

高効率で品質の高い交流電力を出力します。 

 

           系統連系保護機能    

１． パワコンに内蔵し、連系する系統 （配電線） の異常および 

パワコンの異常を検出して、確実に系統から解列します。 

 

２． また、故障が復旧した場合は、一定時間確認後に自動で系統と 

連系します。 

 

３．電力系統連系技術要件ガイドラインに準拠した保護継電器を設けて 

  います。 

 

４． 万一の単独運転時には、受動的方式と能動的方式の組合せで 

確実にこれを検出し、発電システムを停止します。 
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  ３．各部の名称と機能 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

No 名称 機能 

① コントロールパネル基板 運転状態の表示および運転/停止操作を行います。 

② DSP 基板 システムの制御を行い、系統の異常を検出します。 

③ 電源基板 装置内部の電源を生成します。 

④ IPM 基板 直流電力を交流電力に高効率で変換します。 

⑤ 直流端子台（入力） 太陽電池側の入力端子です。 

⑥ 交流端子台（出力） 系統側の出力端子です。 

⑦ 交流側ブレーカ 交流側と装置内部を遮断します。 

⑧ 冷却ファン 装置内の温度上昇を防止します。 

⑨ 制御（通信）信号端子部 各端子の説明は、末尾に記載しております。 

⑩ 電力量計 売電量の表示と電力量をパルスで出力します。 

⑪ 自立端子（出力） 自立基板に搭載された自立出力端子です。 

⑫ 自立制御端子 自立基板に搭載された自立設定及び自立状態の出力端子です。 

① ② 
③ 

④ 

⑧ 

⑧ 

⑨ 

⑦ ⑥ ⑤ ⑩ 

⑪ ⑫ 
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  ４．取扱上のご注意 
 

     ４－１ 受領についてのお願い 

 

          この電気設備 （太陽光発電システム）は、弊社工場において、実使用時状態に組立 

         調整を行い、厳密な検査を実施してからお届け致しております。受領の際には、 

         下記項目を点検して、異常の有無を確認して下さい。万一、異常が認められた場合は、 

         弊社までご連絡下さい。 

 

① 輸送中における破損の有無 

               ・盤面の傷 

               ・扉の変形破損 

               ・盤面機器及び収納機器の破損 

               ・その他 

 

           ② 員数の確認 （予備品、付属品等） 

 

     ４－２ 運搬上の注意 

        ・パワコン 

 

 

 

 

 

 

 

         吊り上げ方法 

         クレーンを使用する場合、２点吊りの専用ワイヤをご使用下さい。 

           （ワイヤの強度は、４９００N／台（５００ｋｇ）以上の荷重に耐えるものを 

          ご使用下さい） 

 

 

                  危   険 
  

● 吊上げ時、盤の下には入らないで下さい。 

      万一、盤が落下した場合、人身事故の原因となります。 

！！！！    
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     ４－３ 開梱の注意 

            開梱の際に乱暴に扱って衝撃を与えないで下さい。 

          部品の破損により動作不良となる可能性があります。 

          また、開梱後は本体に持つ・吊る箇所がありませんので、落下等には、充分注意 

          して運搬・移動をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 危    険 
   

●運搬時は、運搬器具用具を用いて運搬・移動して下さい。 

     万一、盤が落下した場合、人身事故の原因となります。 

     パワコンの重量は、約１１６Ｋｇ あります。 

！！！！    
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     ４－４ 据付上の注意 

 

 

 

 

 

 

             

下記の条件を満足する場所に設置して下さい。 

           また、設置にあたっては当社にご相談下さい。 

    ・パワコン 

       （１） 使用環境   （２） 設置してはいけない場所 

        ・温度： －２０～４０℃    ・高温多湿な場所 

        ・湿度： ３０～９０％以下    ・塩分や腐食性ガスのある場所 

               （結露なきこと）    ・振動や衝撃がある場所 

        ・標高： １０００ｍ以下    ・通信、制御室などノイズの影響が心配される場所 

        ・粉塵の多い場所 

 

     ◆ パワコンは屋外用です。但し以下の点は、必ず守って下さい。 

      ・直射日光（朝日、西日は可）の当たらない場所。 

 

     ◆ 下図の設置スペースを確保願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ４－５ 運転中の注意 

          扉を開けた状態での長期放置はやめて下さい。 

          異物・雨の侵入による損傷や、無線により停止する恐れがあります。 

          （無線による停止時は、自動的に再起動します） 

                危    険 
   

● 感電の原因となりますので、接地工事（Ｃ種接地工事）は、必ず 

   行って下さい。 

！！！！    

 

 

  

２００ｍｍ 

以上 

２００ｍｍ 

以上 

２００ｍｍ以上 

（保守スペース含む） 

５０ｍｍ以上 
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     ４－６ 保管の注意 

            高温多湿、及び粉塵が付着しやすい場所での保管はやめて下さい。 

          早期劣化の原因となります。 

     ４－７ 修理・移設の注意 

           修理、移設の際には、弊社まで連絡下さい。 

     ４－８ 廃却の注意 

           この電気設備 （太陽光発電システム） を廃却する場合は、処理業者を通じて 

産業廃棄物として廃却して下さい。 

    ４－９ 操作説明書の警告文一覧 

 

 

     危  険 記載ページ 

 

●感電の恐れがありますので、ブレーカ操作把手以外はさわらないで

下さい。（系統の電圧があり、危険です） 

 

●感電の恐れがありますので、スイッチ操作把手以外はさわらないで

下さい。（日射があると直流電圧が発生しており、危険です） 

 

●感電の恐れがありますので、ブレーカ操作把手以外はさわらないで

下さい。 （日射があると直流電圧が発生しており、危険です） 

 

●感電する恐れがありますので、保護カバーを外して作業する場合 

には、電解コンデンサの電圧が０Ｖになるまで作業を行わないで 

下さい。 

 

●故障の復帰操作を行う場合、故障内容を確認して、故障原因を 

特定し、その原因が取り除かれたことを確認して下さい。 

さらに、装置内部およびシステム周辺に損傷のないことを確認 

してから復帰操作を行って下さい。 

 損傷を放置したまま復帰操作を行うと、損傷が進行する恐れがあり

ます。また、連続した復帰操作は重大な事故の原因となります。 

 

 

(14,17,18) 

 

 

(14,17) 

 

 

(15,16,19) 

(20)  

 

(18)  

 

     

     

(26) 

！！！！    
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  ５． 操作方法 
 

 ５－１ 運転操作 

 ■分電盤 

 Ⅰ 交流側メインブレーカを入れる。 

 

 

 

 

 

 

 ①パワコンの交流側へのブレーカをＯＮ 

  にします。 

 

 

 ■パワコン 

 Ⅰ 交流側ブレーカを入れる。 

 

 

 

 

  

 

 ①パワコンの交流側のブレーカ（S１）を 

  ＯＮにします。 

 

※停電時などで自立運転を行う場合は交流ブレーカを 

入れる必要はありません。 

 

 

危危危危    険険険険    
感電の恐れがありますので、ブレーカ

操作把手以外はさわらないで下さい。 

 （系統の電圧があり、危険です） 

危 険 
感電の恐れがありますので、ブレーカ 

操作把手以外はさわらないで下さい。 

（系統の電圧があり、危険です） 

！！！！    

Ⅰ 

Ⅰ パワコン内部（交流ブレーカ） 

！！！！    

Ⅰ 

Ｓ１ 
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 Ⅲ 直流側 SW を入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① パワコンの直流側 SW（PV１～PV５）を 

         ＯＮにします。 

 

※連系運転モードで直流のみの運転をした場合 

(AC 系統がないために)「フソクデンアツ」で停止します。 

 この場合、後述の連系・自立切り替え操作で自立モード 

にしますと自立運転として使用可能になります。 

 

 

 Ⅳ 運転/停止スイッチを押す。 

 

① パワコン内部、右側にある 

コントロールパネルの 「運転／停止」  

スイッチを押します。 

    運転条件が整っていれば、約１５秒後に 

    パワコンが自動運転します。 

    また、同時に液晶パネルの状態表示が、 

    「テイシ」 → 「タイキ」 → 「ウンテン」 

    に変ります。 

 

   ※タイキ（カウント）と表示された場合は 

    300 秒後にパワコンが自動運転します。 

 

 

 

        危 険 
感電の恐れがありますので、SW 操作 

把手以外はさわらないで下さい。  

（日射があると直流電圧が発生しており、 

危険です） 

Ⅱ 

！！！！    

Ⅲ 

Ⅱ 

Ⅲ 

パワコン内部（直流側 SW） 

パワコン内部（コントロールパネル） 

運転/停止スイッチ 

ＰＶ１～５ 

停止ＬＥＤが赤色点灯  ：運転操作待ち 

運転ＬＥＤが緑色点灯  ：停止操作待ち 

 

停止 

運転 

運転/停止スイッチ 

強制停止 

運転 

停止 

表示 

設定 

試験 

MODE 

RESET 
運転/停止 故障復帰 手動復帰 

モード設定 UP DOWN CANCEL ENTER 
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 ５－２ 停止操作 

  ・作業停電，保守等で運転を停止する場合は、必ず以下の手順で停止操作 

   を行って下さい 

 

■パワコン 

 

 Ⅰ パワコンを停止する。 

 

① パワコン内部、右側にある 

コントロールパネルの 「運転／停止」 

スイッチを押します。 

   同時に液晶パネルの伏態表示が、 

    「ウンテン」 → 「テイシ」 

   に変ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅱ 直流側 SW を切る。 

 

 ①パワコンの直流側 SW（PV１～PV５）を 

        ＯＦＦにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         危 険 
感電の恐れがありますので、SW 操作 

把手以外はさわらないで下さい。  

（日射があると直流電圧が発生しており、 

危険です） 

Ⅰ 

Ⅱ 

！！！！    

Ⅰ パワコン内部 

（コントロールパネル） 

運転/停止スイッチ 

停止 

運転 

運転/停止スイッチ 

Ⅱ パワコン内部（直流側ブレーカ） 

ＰＶ１～５ 

強制停止 

運転 

停止 

表示 

設定 

試験 

MODE 

RESET 
運転/停止 故障復帰 手動復帰 

モード設定 UP DOWN CANCEL ENTER 
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Ⅲ  交流側ブレーカを切る。 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  ① パワコンの交流側のブレーカ 

     （Ｓ１）をＯＦＦにします。 

 

 

 

 

 

        危  険 
感電の恐れがありますので、スイッチ操作 

把手以外はさわらないで下さい。  

（日射があると直流電圧が発生しており、 

危険です） 

！！！！    

Ⅲ Ⅲ パワコン内部（交流側ブレーカ） 

Ｓ１ 
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■分電盤 

 

 Ⅰ 交流側メインブレーカを切る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①交流側へのブレーカをＯＦＦにします。 

 

  これで停止操作は完了です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 停止後に作業をする場合には､パワコン内部 

 の電圧をテスター等で確認してから行って 

 下さい。直流・交流をＯＦＦした後も、暫くの間、 

 電解コンデンサに電荷が残っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        危 険 
感電する恐れがありますので、保護カバー 

を外して作業する場合には、電解コンデンサ 

の電圧が０Ｖになるまで作業を行わないで 

下さい。 

危 険 
感電の恐れがありますので、ブレーカ操作 

把手以外はさわらないで下さい。 

 （系統の電圧があり、危険です。） 

！！！！    

！！！！    

Ⅰ Ⅰ パワコン内部（電解コンデンサ） 

電解コンデンサ 
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  ５－３ 部分停止・運転操作 
        以下の手順でパワコンを停止させた状態にし、また、運転させた 

       状態に戻すことができます。 

 

 

 ■パワコン 
 

 Ⅰ 部分停止操作。 
 

 ①停止させたいパワコンの内部、右側に 

   あるコントロールパネルの「強制停止」 

   スイッチを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅱ 直流側 SW を切る。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ①停止させたいパワコンの直流側 SW 

   （PV１～PV５）を OFF にします。 

 

 これで、パワコンを停止した状態です。 

  

 

 

 

        危  険 
感電の恐れがありますので、SW 操作 

把手以外はさわらないで下さい。  

（日射があると直流電圧が発生しており、 

危険です。） 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅰ パワコン内部（コントロールパネル） 

Ⅱ パワコン内部（直流側 SW） 

！！！！    

強制停止スイッチ 

ＰＶ１～５ 

強制停止 

運転 

停止 

表示 

設定 

試験 

MODE 

RESET 
運転/停止 故障復帰 手動復帰 

モード設定 UP DOWN CANCEL ENTER 
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次に部分停止からの復旧操作を行います。 

 

 ■パワコン 

 

 Ⅰ 直流側 SW を入れる。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

①停止しているパワコンの直流側 SW 

   （PV１～PV５）をＯＮにします。 

 

 

 

 

 

 Ⅱ 運転操作 

 

 ①停止しているパワコンの内部、右側に 

   あるコントロールパネルの「強制停止」 

   スイッチを１回押します。 

   （奥に入っているスイッチが戻ります） 

 

 これで、太陽電池電圧があれば、停止して 

 いたパワコンは運転を再開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        危 険 
感電の恐れがありますので、SW 操作 

把手以外はさわらないで下さい。  

（日射があると直流電圧が発生しており、 

危険です） 

！！！！    

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅰ パワコン内部（直流側ブレーカ） 

Ⅱ パワコン内部（コントロールパネル） 

強制停止スイッチ 

ＰＶ１～５ 

強制停止 

運転 

停止 

表示 

設定 

試験 

MODE 

RESET 
運転/停止 故障復帰 手動復帰 

モード設定 UP DOWN CANCEL ENTER 
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  ５－４ 連係運転・自立運転の切り換え 
        以下の手順で系統連係運転と単相 200V の自立運転を切り換えることができます。 

 

 

 ■パワコン 
 

 Ⅰ 液晶表示が「AC アレイ レンケイ ウンテン」 

「AC アレイ ジリツウンテン」 

となっており、パワコンが発電状態の時は 

パワコンを停止する。 

 

 ①パワコン内部、右側にあるコントロールパネル 

の「運転/停止」スイッチを押します。 

 

※液晶表示が、「AC アレイ テイシ」もしくは 

 「AC アレイ テイシ（ジリツ）」となっている場合は 

この操作は不用です。 

 

 

 

 

 

 

 Ⅱ 連係運転/自立運転を切り換える。 

  

 ①コントロールパネルの「モード設定」スイッチを 

３３３３秒以上秒以上秒以上秒以上長押しします。 

  

※連係と自立はトグル動作となっており連係運転の時は 

自立運転に、自立運転の時は逆に連係運転になります。 

 

※「モード設定」スイッチを押すと一旦「セイテイチ ヘンコウ」 

画面になりますが、そのまま押し続けてください。 

 「セイテイチ ヘンコウ」画面で止まってしまった場合は 

「モード設定」スイッチを 2 回押し、「メインメニュー」画面に 

した上で改めて長押しして下さい。 

 

 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅰ 

Ⅱ パワコン内部（コントロールパネル） 

強制停止 

運転 

停止 

表示 

設定 

試験 

MODE 

RESET 
運転/停止 故障復帰 手動復帰 

モード設定 UP DOWN CANCEL ENTER 

パワコン内部（コントロールパネル） 

 

運転/停止スイッチ 

強制停止 

運転 

停止 

表示 

設定 

試験 

MODE 

RESET 
運転/停止 故障復帰 手動復帰 

モード設定 UP DOWN CANCEL ENTER 

モード設定スイッチ（３秒以上長押し） 

※停止時のみ変更できます 
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自立運転に切り換えるには、ここで述べた。 

ソフトウエア的な切り換えの他に 

ハードウエア的に切り換える方法があります。 

 

      自立基板の「自立切換１」及び「自立切換２」 

      端子をショートすることで自立運転になります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

      ネジ端子台：M３．５ 

      最大端子幅：６．７ｍｍ 

      ネジピッチ：７．９ｍｍ 

 

 

 

 

 

 

コントロールコントロールコントロールコントロール

パネルパネルパネルパネル設定設定設定設定    
自立切換端子自立切換端子自立切換端子自立切換端子    運転運転運転運転モードモードモードモード    

連係 オープン 連係 

自立 オープン 自立 

× 

連係には 
なりません 

ショート 自立 

自立 ショート 自立 

 

 

U  O  O  W 

自立 
切替 1 

自立 
切替 2 

自立基板 

ショート 

７．９ 

６．７ 
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  ６．故障時の表示と復帰操作 
 

 

 ６－１ 故障の内容の表示 

 

 

  故障を以下の３つに分類して対応する 

 動作を行い、合わせて表示を行います。 

 

 ａ）異常 

 ｂ）保護動作 

 ｃ）通信異常 

 

  故障の種別は、コントロールパネルのＬＣD 

  にて確認できます。 

 

 Ⅰ パワコン 

 

  パワコン内部にあるコントロールパネルの 

  ＬＣＤにパワコンの状態を表示しています。 

 

  故障の場合は、当該パワコンの表示 

  内容を確認願います。 

 

  ａ ） 異常発生中：ｺｼｮｳ 

  ｂ ） 保護動作：ﾃﾞﾝｱﾂﾖｸｾｲ 

  ｃ ） 通信異常：ﾂｳｼﾝｴﾗｰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     00/00 00:00 00 ﾟ C 

AC ｱﾚｲ    ｺｼｮｳ 

 

xx 

Ⅰ 

Ⅰ パワコン内部 

（コントロールパネル） 

故障表示 

     00/00 00:00 00 ﾟ C 

AC ｱﾚｲ   ﾚﾝｹｲ ｳﾝﾃﾝ 

ﾊﾂﾃﾞﾝﾃﾞﾝﾘｮｸ： 000.0KW 

DC：380V    xxx 

保護動作、通信異常 

強制停止 

運転 

停止 

表示 

設定 

試験 

MODE 

RESET 
運転/停止 故障復帰 手動復帰 

モード設定 UP DOWN CANCEL ENTER 
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   ６－２ 故障の詳細内容の表示 
 

    ６－２－１ 「異常」の詳細表示 

 

  

■ コントロールパネル 

 

 ・「異常」が発生した場合は、一時 

  動作を停止し、その後異常が復旧すれば 

  自動的に再起動します。 

 

 Ⅰ 「異常」の詳細表示方法 

    

パワコン内部、右側にある 

コントロールパネルにて、「ENTER」 

を押すとメニューが表示されます。 

  「DOWN」キーを押すと表示が変化します。 

   （コントロールパネルの画面表示に 

ついてはＰ２５を参照下さい） 

 

  表示に 「 [・イベント リレキ ] 」と 

表示されるまで「DOWN」キーを押します。 

  次に「ENTER」キーを押してください。 

   「異常」を検出した日時と内容を 

  表示します。 

  （例：不足電圧の場合、「ﾌｿｸ ﾃﾞﾝｱﾂ」） 

 

  この履歴は、最新の履歴を最大１０件 

  まで保持しています。 

  さらに「DOWN」キーを押すことで順次 

  古い履歴を表示します。 

 

 【履歴表示から抜ける方法】 

  「CANCEL」キーを押すと、 

   「 [・イベント リレキ ] 」と表示した 

  メニュー表示に変わります。 

  さらに「ＣＡＮＣＥＬ」キーを押すと、 

  通常の表示になります 

 

 

 

 

 

ｲﾍﾞﾝﾄ ﾘﾚｷ      (01/**) 

0000/00/00  00:00 

xx 

Ⅰ 

Ⅰ コントロールパネル 

イベント履歴表示 

強制停止 

運転 

停止 

表示 

設定 

試験 

MODE 

RESET 
運転/停止 故障復帰 手動復帰 

モード設定 UP DOWN CANCEL ENTER 
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  ６－２－２ 「パワコン保護動作」 と 「通信異常」の詳細確認 

 

Ⅰ  「パワコン保護動作」の詳細 

  表示方法 

 

   パワコン内部、右側にある 

  コントロールパネルにて、「ENTER」を 

押すとメニューが表示されます。 

  「DOWN」キーを押すと表示が変化します。 

   （コントロールパネルの画面表示に 

   ついてはＰ２５を参照下さい。） 

 

  表示に 「 [ ・ﾄﾞｳｻ ﾘﾚｷ ] 」と 

表示されるまで「DOWN」キーを押します。 

  次に「ENTER」キーを押して下さい。 

  保護動作をした日時と内容を表示します。 

 

  この履歴は､最新の履歴を最大１０件まで 

  保持しています。 

  さらに「DOWN」キーを押すことで順次古い 

  履歴を表示します。 

 

  【履歴表示から抜ける方法】 

  「CANCEL」キーを押すと、 

   「 [ ・ﾄﾞｳｻ ﾘﾚｷ ] 」と表示した 

  メニュー表示に変わります。 

  さらに「CANCEL」キーを押すと、通常の 

  表示になります 

 

 Ⅱ 「コントロールパネル」との通信異常に 

    よる故障内容 

 

 ・パワコンとの通信が出来ていない場合、 

  コントロールパネルのＬＣＤに「ツウシン エラー」 

が表示されます。 

 

  通信が出来ない場合は､以下のことを確認 

  し、弊社へ連絡下さい。 

 

 ●当該パワコン内のＬＥＤの点灯状態 

 

 

 

ﾄﾞｳｻ ﾘﾚｷ       (01/**) 

0000/00/00  00:00 

xx 

            

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅰ コントロールパネル 

動作履歴表示 

強制停止 

運転 

停止 

表示 

設定 

試験 

MODE 

RESET 
運転/停止 故障復帰 手動復帰 

モード設定 UP DOWN CANCEL ENTER 
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       ６－３ 「パワコンの異常」の復帰操作 
 

 

       Ⅰ 故障復帰操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ パワコン 

 

 ①故障内容により、直流ブレーカ（ＰＶ１～, 

   ＰＶ８）がトリップしている場合、 

ブレーカを一旦ＯＦＦにしてから 

   ＯＮにして下さい。 

 

 ②運転を再開するには、コントロールパネル 

   の「故障復帰キー」を押すと故障復帰が 

   できます。 

 

 ③パワコンが運転を再開しない、または、 

   コントロールパネルの「コショウ」の 

   表示が継続する場合は、弊社へ 

   連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

強制停止 

運転 

停止 

表示 

設定 

試験 

MODE 

RESET 
運転/停止 故障復帰 手動復帰 

モード設定 UP DOWN CANCEL ENTER 

        危  険 

 故障の復帰操作を行う場合、故障内容を 

確認して、故障原因を特定し、その原因が 

取り除かれたことを確認して下さい。 

 さらに、装置内部およびシステム周辺に 

損傷のないことを確認してから復帰操作を 

行って下さい。  

損傷を放置したまま復帰操作を行うと、 

損傷が進行する恐れがあります。  

また、連続した復帰操作は重大な事故の 

原因となります。 

Ⅰ 

！！！！    

     00/00 00:00 00 ﾟ C 

AC ｱﾚｲ   ｺｼｮｳ 

 

xx 

Ⅰ コントロールパネルによる 

故障復帰 

「故障復帰」キー 

故障表示 
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コントロールパネルの表示画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ モード切替 

 「 モード設定 」キーにより、 表示モード、 設定モード、 テストモードを切り替える 

     停止時に３秒以上長押しすることにより連系モードと自立モードを切り替えられます。 

 

 

 

 

 

    電源投入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｼｽﾃﾑ ｼｮｷｶﾁｭｳ 

初期化終了 

 

パワコン状態確認方法とコントロールパネルの表示 

● 表示モード：整定値、計測値、ｲﾍﾞﾝﾄ履歴、動作履歴の表示を行う。 

● 設定モード：整定値の変更を行う。 

● テストモード：接点入出力テストを行う。 

 

 

  

コントロールパネルには、初期化終了後、 

以下の種類の表示があります。 

各種画面への表示方法及び設定方法に 

ついては各項を確認下さい。 

強制停止強制停止強制停止強制停止    

運転運転運転運転    

停止停止停止停止    

表示表示表示表示    

設定設定設定設定    

試験試験試験試験    

MODEMODEMODEMODE    

RESETRESETRESETRESET    
運転運転運転運転////停停停停止止止止    故障復帰故障復帰故障復帰故障復帰    手動復帰手動復帰手動復帰手動復帰    

モードモードモードモード設定設定設定設定    UPUPUPUP    DOWNDOWNDOWNDOWN    CANCECANCECANCECANCE ENTERENTERENTERENTER    
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 表示モード 

 

 

 

 

 

  

 

 

 設定モード 

 

 

 

 

 

 

 

 テストモード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

表示 

設定 

ﾃｽﾄ 

表示 

設定 

ﾃｽﾄ 

複数故障時 

「モード設定」キー 

 ３秒長押しで、連系・自立を 

切り替えられます。 

ﾃｽﾄ ﾓｰﾄﾞ 

 

RY1 ｷｮｳｾｲﾄﾞｳｻ ? 

       ｼﾞｮｳﾀｲ : OFF 

ｾッﾃｲﾁ ﾍﾝｺｳ 

 [・ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ     ] 

・ ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ 

・ ｼｮｷｶ 

     00/00 00:00 00 ﾟ C 

AC ｱﾚｲ   ｺｼｮｳ 

  

  xx 

異常時表示 

     00/00 00:00 00 ﾟ C 

AC ｱﾚｲ   ﾚﾝｹｲ ｳﾝﾃﾝ 

ﾊﾂﾃﾞﾝﾃﾞﾝﾘｮｸ: 000.0KW/h 

DC:380V 

表示 

設定 

ﾃｽﾄ 

     00/00 00:00 00 ﾟ C 

AC ｱﾚｲ     ﾚﾝｹｲ ｳﾝﾃﾝ 

ﾊﾂﾃﾞﾝﾃﾞﾝﾘｮｸ : 000.0KW 

DC:100V   xx 
 

動作 表示 

「モード設定」キー 

「モード設定」キー 

     00/00 00:00 00 ﾟ C 

AC ｱﾚｲ   ｺｼｮｳ 

  

  xx            ←→ 

＊温度表示無し設定の場合は、温度表示しません 
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■表示モード 

   １ 通常表示 は、「 UP 」、「 DOWN 」 キーにより、表示を切り替える 

    2 ﾒﾆｭｰ、及び、ﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳﾘｾｯﾄﾒﾆｭｰには、「ENTER」キーで切り替わり、「CANCEL」キーで戻ります 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     00/00 00:00 00 ﾟ C 

AC ｱﾚｲ      ﾚﾝｹｲ ｳﾝﾃﾝ 

ﾊﾂﾃﾞﾝﾃﾞﾝﾘｮｸ : 000.0KW 

DC:380V   

ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ: 

        000000.0KW/h 

 

 

ﾚﾝｹｲ ｳﾝﾃﾝ 

ﾆｯｼｬﾘｮｳ:   0.00KW/m^2 

ｶﾞｲｷｵﾝ:    00.0 ﾟ C 

 

ﾒﾆｭｰ            (1/3) 

[ ･ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ    ] 

  ･ｲﾍﾞﾝﾄ ﾘﾚｷ 

  ･ｼｽﾃﾑ ｼﾞｮｳﾎｳ 

ﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳﾘｾｯﾄﾒﾆｭｰ 

  

[ ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ ] 

 

ENTER 

CANCEL 

ENTER 

CANCEL 

ﾚﾝｹｲ ｳﾝﾃﾝ 

 ﾁｮｸﾘｭｳﾃﾞﾝｱﾂ:  000.0V 

     ﾃﾞﾝﾘｭｳ:  00.0Ａ 

     ﾃﾞﾝﾘｮｸ:  00.00KW 

★メニューを表示します 

★積算電力量をリセットします 

★電力量を表示します 

★日射量と外気温を表示します 

＊温度表示無し設定の場合は、温度表示しません 

＊日射量表示無し設定の場合は、日射量表示しません 
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■メニュー選択 

 「 UP 」、「 DOWN 」キーで 項目を選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾒﾆｭｰ            (1/3) 

 [･ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ  ] 

  ･ｲﾍﾞﾝﾄ ﾘﾚｷ 

  ･ｼｽﾃﾑ ｼﾞｮｳﾎｳ 

ﾒﾆｭｰ            (2/3) 

 [・ｾｲﾃｲﾁ        ] 

  ･ﾄﾞｳｻ ﾘﾚｷ 

  ･DC ﾆｭｳﾘｮｸ 

ﾒﾆｭｰ            (1/3) 

  ･ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ 

[･ｲﾍﾞﾝﾄ ﾘﾚｷ      ] 

  ･ｼｽﾃﾑ ｼﾞｮｳﾎｳ 

ﾒﾆｭｰ            (1/3) 

  ･ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ 

  ･ｲﾍﾞﾝﾄ ﾘﾚｷ 

 [･ｼｽﾃﾑ ｼﾞｮｳﾎｳ   ] 

ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ 

  [0000]/00/00 

         00：00：00 

ENTER 

CANCEL 

ｲﾍﾞﾝﾄ ﾘﾚｷ      (**/**) 

0000/00/00 00:00 

xx 

           ﾚﾝｹｲｳﾝﾃﾝ 

ENTER 

CANCEL 

ENTER 

CANCEL 

ﾒﾆｭｰ            (2/3) 

  ・ｾｲﾃｲﾁ 

[･ﾄﾞｳｻ ﾘﾚｷ       ] 

  ･DC ﾆｭｳﾘｮｸ 

ｾｲﾃｲﾁ          (1/6) 

  ｶﾃﾞﾝｱﾂﾚﾍﾞﾙ   230V 

  ｶﾃﾞﾝｱﾂｼﾞｶﾝ    1.0ｓ 

  ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂﾚﾍﾞﾙ 160V 

ENTER 

CANCEL 

ﾄﾞｳｻ ﾘﾚｷ      (**/**) 

    0000/00/00 00:00 

xx 

ENTER 

CANCEL 

ｼｽﾃﾑ ｼﾞｮｳﾎｳ 

  ｿﾌﾄｳｴｱ Ver.    

    DSP       1.00 

    ﾊﾟﾈﾙ      1.00 

★カレンダーを設定します 

★故障履歴を表示します 

★ｼｽﾃﾑ情報を表示します 

★整定値を表示します 

★動作履歴を表示します 

★メニューを選択します 



 - 31 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾒﾆｭｰ           (2/3) 

   ･ｾｲﾃｲﾁ         

   ･ﾄﾞｳｻ ﾘﾚｷ 

  [･DC ﾆｭｳﾘｮｸ    ] 

ﾒﾆｭｰ           (3/3) 

  [･ｹｲﾄｳ         ] 

 

 

DC ﾆｭｳﾘｮｸ 1 

  ﾃﾞﾝｱﾂ      230.1V 

  ﾃﾞﾝﾘｭｳ      1.23A 

 

ENTER 

CANCEL 

ｹｲﾄｳ          

  ﾃﾞﾝｱﾂ        202V 

  ﾃﾞﾝﾘｭｳ        15A 

  ｼｭｳﾊｽｳ      60.0Hz 

ENTER 

CANCEL 

★DC 入力情報を表示します 

★系統情報を表示します 
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■カレンダ設定 

 1 数値を「 UP 」、「 DOWN 」キーで設定する 

 2 「ENTER」キーで 次の設定に移る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ 

 [0000]/ 00 / 00 

         00 : 00 : 00 

ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ 

 [2010]/ 00/ 00 

         00 : 00 : 00 

ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ 

  2010 /[00]/ 00 

         00 : 00 : 00 

ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ 

  2010 /[10]/ 00 

         00 : 00 : 00 

ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ 

  2010 / 10 /[00] 

         00:00:00 

ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ 

  2010 / 10 /[20] 

         00 : 00 : 00 

ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ 

  2010 / 10 / 20 

        [00]: 00 : 00 

ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ 

  2010 / 10 / 20 

        [08]: 00 : 00 

ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ 

  2010 / 10 / 20 

         08 :[00]: 00 

ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ 

  2010 / 10 / 20 

         08 :[10]: 00 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

UP, DOWN キーで設定 

UP, DOWN キーで設定 

UP, DOWN キーで設定 

UP, DOWN キーで設定 

ENTER 

★値を設定します 
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        「ENTER」キーで 確定すると、秒を０にして、 カレンダー設定を抜ける。 

 

 

 

 

 

 

■ｲﾍﾞﾝﾄ履歴表示 

 1 「 UP 」、「 DOWN 」 キーで 表示データを切り替える  

 2 ﾘﾚｷｸﾘｱのときに、 「ENTER」 キーで 全故障履歴データをクリアする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾒﾆｭｰ            (1/3) 

 [･ｶﾚﾝﾀﾞｰ ｾｯﾃｲ   ] 

  ･ｲﾍﾞﾝﾄ ﾘﾚｷ 

  ･ｼｽﾃﾑ ｼﾞｮｳﾎｳ 

ｲﾍﾞﾝﾄ ﾘﾚｷ    (01/**) 

   0000/00/00 00:00 

xx 

          ﾚﾝｹｲ ｳﾝﾃﾝ 

ｲﾍﾞﾝﾄ ﾘﾚｷ    (02/**) 

   0000/00/00 00:00 

xx 

          ﾚﾝｹｲ ｳﾝﾃﾝ 

ｲﾍﾞﾝﾄ ﾘﾚｷ    (**/**) 

   0000/00/00 00:00 

xx 

          ﾚﾝｹｲ ｳﾝﾃﾝ 

ｲﾍﾞﾝﾄ ﾘﾚｷ 

 

     ﾘﾚｷ ｸﾘｱ 

ENTER キーでクリアする 

＜表示項目＞・・・画面の xx に入る項目 

軽故障 

・過電圧        （ｶﾃﾞﾝｱﾂ） 

・不足電圧     （ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂ) 

・過周波数     （ｶ ｼｭｳﾊｽｳ） 

・不足周波数   （ﾌｿｸ ｼｭｳﾊｽｳ） 

・受動        （ｼﾞｭﾄﾞｳ） 

・能動        （ﾉｳﾄﾞｳ） 

・OVGR          （OVGR） 

・直流不足電圧  （ﾁｮｸﾘｭｳ ﾌｿｸ ﾃﾞﾝｱﾂ） 

・瞬時過電圧   （ｼﾞｭｼﾝ ｶ ﾃﾞﾝｱﾂ） 

・瞬時不足電圧  （ｼﾞｭｼﾝ ﾌｿｸ ﾃﾞﾝｱﾂ） 

・直流分漏えい  （ﾁｮｸﾘｭｳﾌﾞﾝ ﾛｳｴｲ） 

重故障 

 ・IPM 異常     （ＩＰＭ ｲｼﾞｮｳ） 

 ・直流過電圧   （ﾁｮｸﾘｭｳ ｶ ﾃﾞﾝｱﾂ） 

 ・DC/DC 異常 (DC/DC ｲｼﾞｮｳ ﾂｳｼﾝ) 

 ・DC/DC 異常 (DC/DC ｲｼﾞｮｳ ｻｰﾐｽﾀ) 

 ・DC/DC 異常 (DC/DC ｲｼﾞｮｳ ﾋｭｰｽﾞ) 
 ・MCCB ﾄﾘｯﾌﾟ   （MCCB ﾄﾘｯﾌﾟ） 

 ・直流地絡     （ﾁｮｸﾘｭｳ ﾁﾗｸ） 

・同期通信異常  （ﾄﾞｳｷ ﾂｳｼﾝ ｲｼﾞｮｳ） 

★故障履歴を表示します 

★故障履歴をクリアします 
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■システム情報表示 

 1 「 UP 」、「 DOWN 」 キーで ページを切り替える（複数ページの場合）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■整定値表示 

 1 「 UP 」、「 DOWN 」 キーで ページを切り替える  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｼｽﾃﾑ ｼﾞｮｳﾎｳ 

 ｿﾌﾄｳｴｱ Ver 

    DSP        1.00 

    ﾊﾟﾈﾙ       1.00 

ｾｲﾃｲﾁ           (1/6) 

 ・ｶﾃﾞﾝｱﾂﾚﾍﾞﾙ   230V 

 ・ｶﾃﾞﾝｱﾂｼﾞｶﾝ    1.0ｓ 

 ・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂﾚﾍﾞﾙ 160V 

ｾｲﾃｲﾁ           (2/6) 

 ・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂｼﾞｶﾝ  1.0ｓ 

 ・ｶｼｭｳﾊｽｳﾚﾍﾞﾙ 61.0Hz 

 ・ｶｼｭｳﾊｽｳｼﾞｶﾝ  1.0ｓ 

 

ｾｲﾃｲﾁ           (6/6) 

 ・ﾃﾞﾝｱﾂﾖｸｾｲｶｲｼﾃﾞﾝｱﾂ 

              223V 

   

＜表示項目＞ 

・過電圧レベル      （・ｶﾃﾞﾝｱﾂﾚﾍﾞﾙ） 

･過電圧時間      （・ｶﾃﾞﾝｱﾂｼﾞｶﾝ） 

・不足電圧レベル   （・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂﾚﾍﾞﾙ） 

・不足電圧時間    （・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂｼﾞｶﾝ） 

・過周波数レベル   （・ｶｼｭｳﾊｽｳﾚﾍﾞﾙ） 

・過周波数時間    （・ｶｼｭｳﾊｽｳｼﾞｶﾝ） 

・不足周波数レベル （・ﾌｿｸｼｭｳﾊｽｳﾚﾍﾞﾙ） 

・不足周波数時間   (・ﾌｿｸｼｭｳﾊｽｳｼﾞｶﾝ) 

・受動位相       （・ｼﾞｭﾄﾞｳｲｿｳ） 

・受動時間       （・ｼﾞｭﾄﾞｳｼﾞｶﾝ） 

・能動位相       （・ﾉｳﾄﾞｳｲｿｳ） 

・能動時間       （・ﾉｳﾄﾞｳｼﾞｶﾝ） 

・故障復帰方法    （・ｺｼｮｳﾌｯｷﾎｳﾎｳ） 

・自動復帰待機時間 （・ｼﾞﾄﾞｳﾌｯｷﾀｲｷｼﾞｶﾝ） 

・電圧抑制開始電圧 （・ﾃﾞﾝｱﾂﾖｸｾｲ ｶｲｼﾃﾞﾝｱﾂ） 

★ｼｽﾃﾑ情報を表示します 

★整定値を表示します 
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■動作履歴表示 

 1 「 UP 」、 「 DOWN 」 キーで 表示データを切り替える  

 2 ﾘﾚｷｸﾘｱのときに、 「ENTER」キーで 全動作履歴データをクリアする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾄﾞｳｻ ﾘﾚｷ       (01/**) 

0000/00/00   00:00 

xx 

  

 

ﾄﾞｳｻ ﾘﾚｷ       (02/**) 

 0000/00/00   00:00 

xx 

 

  

ﾄﾞｳｻ ﾘﾚｷ       (**/**) 

  0000/00/00   00:00 

xx 

 

ﾄﾞｳｻ ﾘﾚｷ 

 

     ﾘﾚｷ ｸﾘｱ ENTER キーでクリアする 

＜追加表示項目＞・・・画面の ｘｘ に入る項目 

 

･電圧抑制制御         （ﾃﾞﾝｱﾂﾖｸｾｲ） 

・温度上昇出力制限     (ｵﾝﾄﾞｾｲｹﾞﾝ) 

・通信エラー      (ﾂｳｼﾝｴﾗｰ) 

・DD ｺﾝ 抑制 1      (DD ﾖｸｾｲ 1) 

・DD ｺﾝ 抑制 2      (DD ﾖｸｾｲ 2) 

★動作履歴を表示します 

★動作履歴をクリアします 
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■DC 入力 表示 

 1 「 UP 」、 「 DOWN 」 キーで 表示データを切り替える  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■系統 表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DC ﾆｭｳﾘｮｸ 1 

  ﾃﾞﾝｱﾂ      230.1V 

  ﾃﾞﾝﾘｭｳ      1.23A 

 

ｹｲﾄｳ          

  ﾃﾞﾝｱﾂ        202V 

  ﾃﾞﾝﾘｭｳ        15A 

  ｼｭｳﾊｽｳ      50.0Hz 

DC ﾆｭｳﾘｮｸ 2 

  ﾃﾞﾝｱﾂ      230.1V 

  ﾃﾞﾝﾘｭｳ      1.23A 

 

DC ﾆｭｳﾘｮｸ 5 

  ﾃﾞﾝｱﾂ      230.1V 

  ﾃﾞﾝﾘｭｳ      1.23A 

 

UP 

DOWN 
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■電力量リセットメニュー表示 

 1 「ENTER」 キーで データをクリアする 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳﾘｾｯﾄﾒﾆｭｰ 

  

[ ｾｷｻﾝﾃﾞﾝﾘｮｸﾘｮｳ ] 

     

ENTER キー5SEC 以上長押しでクリアする

★ 積算電力量をリセットします 
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■設定モード 

 1 「 UP 」、「 DOWN 」 キーで メニューを選択する 

 2 「ENTER」 キーで 決定する。 

       3 「CANCEL」 キーで 戻る。 

       4. システムセッテイ、ホゴリレーセッテイでデータを変更した後、「ｾｲﾃｲﾁ ﾍﾝｺｳ」 メニュー 

       に戻り、「カキコミ ？」 画面にて、「ENTER」 キーで書込みを実行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｾｲﾃｲﾁ ﾍﾝｺｳ 

[・ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ       ] 

・ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ 

 ･ｼｮｷｶ 

ｾｲﾃｲﾁ ﾍﾝｺｳ 

 ・ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ 

[・ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ      ] 

 ･ｼｮｷｶ 

 

ｼﾑﾃﾑｾッﾃｲ     (1/5) 

[・OVGR ｾｯﾃﾝﾛﾝﾘ   ] 

・ｼｽﾃﾑﾀﾞｲｽｳ 
CANCEL 

ENTER 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ  (01/10) 

[・ｶﾃﾞﾝｱﾂｹﾝｼｭﾂ   ] 

・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂｹﾝｼｭﾂ 

 CANCEL 

ENTER 

★ｼｽﾃﾑ設定を選択します 

★保護ﾘﾚｰ設定を選択します 

ｾｲﾃｲﾁ ﾍﾝｺｳ 

  ･ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ 

  ･ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ         

 [･ｼｮｷｶ            ] 

ｾｲﾃｲﾁ ｼｮｷｶ 

 [･50Hz    ] 

  ･60Hz 

 

CANCEL 

ENTER 

★初期化を選択します 
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■設定モード（システム設定１/3） 

 1 「 UP 」、「 DOWN 」 キーで デバイスを選定する 

 2 「ENTER」 キーで 決定する。 

       3 「CANCEL」 キーで 戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ        (1/6) 

[・OVGR ｾｯﾃﾝﾛﾝﾘ     ] 

・ｼｽﾃﾑﾀﾞｲｽｳ 

 

ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ        (1/6) 

・OVGR ｾｯﾃﾝﾛﾝﾘ 

[・ｼｽﾃﾑﾀﾞｲｽｳ        ] 

 

ｼﾑﾃﾑｾッﾃｲ 

・OVGR ｾｯﾃﾝﾛﾝﾘ 

b ｾｯﾃﾝ? 

 CANCEL 

ENTER 

CANCEL 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ        (2/6) 

[・ﾃﾞﾝｱﾂﾖｸｾｲｶｲｼﾃﾞﾝｱﾂ] 

・ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ 

 

ｼｽﾃﾑｾッﾃｲ 

・ｼｽﾃﾑﾀﾞｲｽｳ 

2 ﾀﾞｲ? 

 

CANCEL 

ENTER 

ENTER 

ｼｽﾃﾑｾッﾃｲ        (2/6) 

・ﾃﾞﾝｱﾂﾖｸｾｲｶｲｼﾃﾞﾝｱﾂ 

[・ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ          ] 

 

ｼｽﾃﾑｾッﾃｲ 

・ﾃﾞﾝｱﾂﾖｸｾｲｶｲｼﾃﾞﾝｱﾂ 

223V? 

 

CANCEL 

ENTER 

ENTER 

ｼﾑﾃﾑｾッﾃｲ 

・ｷﾄﾞｳﾃﾞﾝｱﾂ 

420V? 

 

★接点論理を選択します 

★ｼｽﾃﾑ台数を設定します 

★電圧抑制開始電圧を設定します 

★起動電圧を設定します 



 - 40 - 

■設定モード（システム設定 2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ        (3/6) 

[・ｺｼｮｳﾌｯｷﾎｳﾎｳ      ] 

・ﾃﾞﾝｱﾂﾖｸｾｲﾏｽｸ 

 

ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ        (3/6) 

  ・ｺｼｮｳﾌｯｷﾎｳﾎｳ 

 [・ﾃﾞﾝｱﾂﾖｸｾｲﾏｽｸ    ] 

 

CANCEL 

ENTER 

CANCEL 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

ｼｽﾃﾑｾッﾃｲ 

・ｺｼｮｳﾌｯｷﾎｳﾎｳ 

ｼﾞﾄﾞｳ? 

 

ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ        (4/6) 

[・DD ｺﾝｲｼﾞｮｳﾏｽｸ    ] 

・ｵﾝﾄﾞﾋｮｳｼ     

ENTER 

ENTER 

ｼｽﾃﾑｾッﾃｲ 

・ﾃﾞﾝｱﾂﾖｸｾｲﾏｽｸ 

ON ? 

 

CANCEL 

★故障復帰方法を選択します 

★電圧抑制ﾏｽｸを選択します 

ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ        (4/6) 

  ・DD ｺﾝｲｼﾞｮｳﾏｽｸ      

[・ｵﾝﾄﾞﾋｮｳｼ          ] 

 

ｼｽﾃﾑｾッﾃｲ 

・DD ｺﾝｲｼﾞｮｳﾏｽｸ 

ON ? 

 

★DD ｺﾝ異常ﾏｽｸを選択します 

ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ        (5/6) 

[・ﾆｯｼｬﾘｮｳﾋｮｳｼﾞ     ] 

   

ｼｽﾃﾑｾッﾃｲ 

・ｵﾝﾄﾋｮｳｼﾞ 

ON ? 

 

★温度表示を設定します 

ENTER 

ENTER 

CANCEL 

ENTER 

ENTER 

CANCEL 

ｼｽﾃﾑｾッﾃｲ 

・ﾆｯｼｬﾘｮｳﾋｮｳｼﾞ 

ON ? 

 

★日射量表示を設定します 
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■設定モード（システム設定 3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ       (5/6) 

 ･ﾆｯｼｬﾘｮｳﾋｮｳｼﾞ 

[･IPM ｵﾝﾄﾞﾋｮｳｼﾞ    ] 

 

CANCEL 

ENTER 

ENTER 

ｼｽﾃﾑｾｯﾃｲ       (6/6) 

[･DD ﾋｭｰｽﾞｷﾞﾚﾏｽｸ   ] 

CANCEL 

ENTER 

ENTER 

ｼｽﾃﾑｾッﾃｲ 

 ･IPM ｵﾝﾄﾞﾋｮｳｼﾞ 

             ON    ? 

 

ｼｽﾃﾑｾッﾃｲ 

 ･DD ﾋｭｰｽﾞｷﾞﾚﾏｽｸ 

             ON    ? 

 

★IPM 温度表示を設定します 

★DD コンﾋｭｰｽﾞ切れﾏｽｸを設定 
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■設定モード（保護リレー設定 1/5） 

 1 「 UP 」、「 DOWN 」 キーで デバイスを選定する 

 2 「ENTER」 キーで 決定する。 

       3 「CANCEL」 キーで 戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｲｾｯﾃｲ   (01/10) 

[・ｶﾃﾞﾝｱﾂｹﾝｼｭﾂ    ] 

・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂｹﾝｼｭﾂ 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (01/10) 

・ｶﾃﾞﾝｱﾂｹﾝｼｭﾂ 

[・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂｹﾝｼｭﾂ  ] 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ｶﾃﾞﾝｱﾂｹﾝｼｭﾂ 

ON? 

 

CANCEL 

ENTER 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂｹﾝｼｭﾂ 

ON? 

 

CANCEL 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (02/10) 

[・ｶｼｭｳﾊｽｳｹﾝｼｭﾂ ] 

・ﾌｿｸｼｭｳﾊｽｳｹﾝｼｭﾂ 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ｶｼｭｳﾊｽｳｹﾝｼｭﾂ 

ON? 

 
CANCEL 

ENTER 

ENTER 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ   (02/10) 

・ｶｼｭｳﾊｽｳｹﾝｼｭﾂ 

[・ﾌｿｸｼｭｳﾊｽｳｹﾝｼｭﾂ ] 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ﾌｿｸｼｭｳﾊｽｳｹﾝｼｭﾂ 

ON? 

 

CANCEL 

ENTER 

★過電圧検出を選択します 

★不足電圧検出を選択します 

★過周波数検出を選択します 

★不足周波数検出を選択します 

ENTER 
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■設定モード（保護リレー設定 2/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (03/10) 

[・ｼﾞｭﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂ  ] 

・ﾉｳﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂ 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (03/10) 

・ｼﾞｭﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂ 

[・ﾉｳﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂ  ] 

 

CANCEL 

ENTER 

CANCEL 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ｼﾞｭﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂ 

ON? 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ﾉｳﾄﾞｳｹﾝｼｭﾂ 

ON? 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (04/10) 

[・ｶﾃﾞﾝｱﾂﾚﾍﾞﾙ  ] 

・ｶﾃﾞﾝｱﾂｼﾞｶﾝ 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (04/10) 

・ｶﾃﾞﾝｱﾂﾚﾍﾞﾙ 

[・ｶﾃﾞﾝｱﾂｼﾞｶﾝ  ] 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ｶﾃﾞﾝｱﾂﾚﾍﾞﾙ 

230V? 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ｶﾃﾞﾝｱﾂｼﾞｶﾝ 

1.0ｓ? 

 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

CANCEL 

CANCEL 

★受動検出を選択します 

★能動検出を選択します 

★過電圧ﾚﾍﾞﾙを選択します 

★過電圧時間を選択します 
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■設定モード（保護リレー設定 3/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (05/10) 

[・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂﾚﾍﾞﾙ  ] 

・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂｼﾞｶﾝ 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (05/10) 

・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂﾚﾍﾞﾙ 

[・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂｼﾞｶﾝ  ] 

 

CANCEL 

ENTER 

CANCEL 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (06/10) 

[・ｶｼｭｳﾊｽｳﾚﾍﾞﾙ  ] 

・ｶｼｭｳﾊｽｳｼﾞｶﾝ 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (06/10) 

・ｶｼｭｳﾊｽｳﾚﾍﾞﾙ 

[・ｶｼｭｳﾊｽｳｼﾞｶﾝ  ] 

 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

CANCEL 

CANCEL 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂﾚﾍﾞﾙ 

160V? 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ﾌｿｸﾃﾞﾝｱﾂｼﾞｶﾝ 

1.0ｓ? 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ｶｼｭｳﾊｽｳﾚﾍﾞﾙ 

61.0Hz? 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ｶｼｭｳﾊｽｳｼﾞｶﾝ 

1.0ｓ? 

 

★不足電圧ﾚﾍﾞﾙを選択します 

★不足電圧時間を選択します 

★過周波数ﾚﾍﾞﾙを選択します 

★過周波数時間を選択します 
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■設定モード（保護リレー設定 4/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (07/10) 

[・ﾌｿｸｼｭｳﾊｽｳﾚﾍﾞﾙ  ] 

・ﾌｿｸｼｭｳﾊｽｳｼﾞｶﾝ 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (07/10) 

・ﾌｿｸｼｭｳﾊｽｳﾚﾍﾞﾙ 

[・ﾌｿｸｼｭｳﾊｽｳｼﾞｶﾝ  ] 

 

CANCEL 

ENTER 

CANCEL 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (08/10) 

[・ｼﾞｭﾄﾞｳｲｿｳ        ] 

・ｼﾞｭﾄﾞｳｼﾞｶﾝ 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (08/10) 

・ｼﾞｭﾄﾞｳｲｿｳ 

[・ｼﾞｭﾄﾞｳｼﾞｶﾝ       ] 

 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

CANCEL 

CANCEL 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ﾌｿｸｼｭｳﾊｽｳﾚﾍﾞﾙ 

59.0Hz? 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ﾌｿｸｼｭｳﾊｽｳｼﾞｶﾝ 

1.0ｓ? 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ｼﾞｭﾄﾞｳｲｿｳ 

3deg? 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ｼﾞｭﾄﾞｳｼﾞｶﾝ 

3 ｻｲｸﾙ? 

 

★不足周波数ﾚﾍﾞﾙを選択します 

★不足周波数時間を選択します 

★受動位相を選択します 

★受動時間を選択します 
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■設定モード（保護リレー設定 5/5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (09/10) 

[・ﾉｳﾄﾞｳｲｿｳ        ] 

・ﾉｳﾄﾞｳｼﾞｶﾝ 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (09/10) 

・ﾉｳﾄﾞｳｲｿｳ 

[・ﾉｳﾄﾞｳｼﾞｶﾝ       ] 

 

CANCEL 

ENTER 

CANCEL 

ENTER 

ENTER 

ENTER 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾｯﾃｲ   (10/10) 

 [・ｼﾞﾄﾞｳﾌｯｷﾀｲｷｼﾞｶﾝ] 

 

 

ENTER 

ENTER 

CANCEL 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ﾉｳﾄﾞｳｲｿｳ 

2deg? 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ﾉｳﾄﾞｳｼﾞｶﾝ 

5 ｶｲ? 

 

ﾎｺﾞﾘﾚｰｾッﾃｲ 

・ｼﾞﾄﾞｳﾌｯｷﾀｲｷｼﾞｶﾝ 

300ｓ? 

 

★能動位相を選択します 

★能動時間を選択します 

★自動復帰待機時間を選択します 
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■設定モード（整定値初期化） 

 1 「 UP 」、「 DOWN 」 キーで 項目を選定する 

 2 「ENTER」 キーで 決定する。 

       3 「CANCEL」 キーで 戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｾｲﾃｲﾁ ｼｮｷｶ 

 [･50Hz    ] 

  ･60Hz 

 

ｾｲﾃｲﾁ ｼｮｷｶ 

  ･50Hz     

 [･60Hz    ] 

 

CANCEL 

ENTER 

CANCEL 

ENTER 

ｾｲﾃｲﾁ ｼｮｷｶ 

   50Hz ﾖｳ 

 

     ｼｮｷｶ ｼﾞｯｺｳ ? 

ｾｲﾃｲﾁ ｼｮｷｶ 

   60Hz ﾖｳ 

 

     ｼｮｷｶ ｼﾞｯｺｳ ? 

ENTER で初期化実行し、ｾｲﾃｲﾁ ﾍﾝｺｳ 

メニューに戻る 

ENTER で初期化実行し、ｾｲﾃｲﾁ ﾍﾝｺｳ 

メニューに戻る 
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■設定モード（詳細概要） 

システム設定 

１． ＯＶＧＲ接点論理   ： ”ａ接点” ／ ”ｂ接点” （0：ａ   1：ｂ） 

２． システム台数     ： “１台” ～ “１５台”  （１台ｽﾃｯﾌﾟ） 

３． 電圧抑制開始電圧 ： “202V” ～ “280V”  （1V ｽﾃｯﾌﾟ） 

４． 起動電圧     ： “220V” ～ “500V”（仮数値）（1V ｽﾃｯﾌﾟ） 

５． 故障復帰方法     ： “自動”／“手動”  （0：自動  1：手動） 

６． ﾃﾞﾝｱﾂﾖｸｾｲﾏｽｸ   ： “OFF”／“ON”  （0：ＯＦＦ  1：ON） 

７． DD ｺﾝ異常ﾏｽｸ   ： “OFF”／“ON”  （0：ＯＦＦ  1：ON） 

８： 温度表示     ： “OFF”／“ON”  （0：ＯＦＦ  1：ON） 

９： 日射量表示ﾞ     ： “OFF”／“ON”  （0：ＯＦＦ  1：ON） 

１０．IPM 温度表示    ： “OFF” ／ “ON”   (0 : OFF   1: ON) 

１１．DD ﾋｭｰｽﾞ切れﾏｽｸ ： “OFF” ／ “ON”   (0 : OFF   1: ON) 

 

保護リレー設定 

１． 過電圧検出     ： “OFF” ／ “ON”  （0：ＯＦＦ  1：ON） 

２． 不足電圧検出     ： “OFF” ／ “ON”  （0：ＯＦＦ  1：ON） 

３． 過周波数検出     ： “OFF” ／ “ON”  （0：ＯＦＦ  1：ON） 

４． 不足周波数検出   ： “OFF” ／ “ON”  （0：ＯＦＦ  1：ON） 

５． 受動検出     ： “OFF” ／ “ON”  （0：ＯＦＦ  1：ON） 

６． 能動検出     ： “OFF” ／ “ON”  （0：ＯＦＦ  1：ON） 

７．過電圧レベル     ： “202V” ～ “280V” （1V ｽﾃｯﾌﾟ） 

８．過電圧時間     ： “0.2s” ～ “2.0s”  （0.1s ｽﾃｯﾌﾟ） 

９． 不足電圧レベル    ： “160V” ～ “202V” （1V ｽﾃｯﾌﾟ） 

１０．不足電圧時間    ： “0.2s” ～ “2.0s”  （0.1s ｽﾃｯﾌﾟ） 

１１．過周波数レベル   ： “50.0Hz” ～ “65.0Hz” （0.1Hz ｽﾃｯﾌﾟ） 

１２．過周波数時間    ： “0.2s” ～ “2.0s”  （0.1s ｽﾃｯﾌﾟ） 

１３．不足周波数レベル ： “45.0Hz” ～ “60.0Hz”  （0.1Hz ｽﾃｯﾌﾟ） 

１４．不足周波数時間  ： “0.2s” ～ “2.0s”   （0.1s ｽﾃｯﾌﾟ） 

１５．受動位相     ： “2deg” ～ “10deg” （1deg ｽﾃｯﾌﾟ） 

１６．受動時間     ： “1 ｻｲｸﾙ” ～ “20 ｻｲｸﾙ” （1 ｻｲｸﾙｽﾃｯﾌﾟ） 

１７．能動位相     ： “2deg” ～ “10deg”  （1deg ｽﾃｯﾌﾟ） 

１８．能動時間     ： “1 回” ～ “9 回”   （1 回ｽﾃｯﾌﾟ） 

１９．自動復帰待機時間 ： “5s” ～ “300s”  （1s ｽﾃｯﾌﾟ） 
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■テストモード 

 1 「 UP 」、「 DOWN 」 キーで デバイスを選択する  

 2 「ENTER」 キーで 出力選択画面に入る 

 3 「ENTER」 キーを押している間 ON する 

 4 「CANCEL」 キーで 戻る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾃｽﾄ ﾓｰﾄﾞ 

 

 RY1 ｷｮｳｾｲﾄﾞｳｻ ? 

       ｼﾞｮｳﾀｲ :  OFF 

ﾃｽﾄ ﾓｰﾄﾞ 

 

 RY2 ｷｮｳｾｲﾄﾞｳｻ ? 

       ｼﾞｮｳﾀｲ :  OFF 

ﾃｽﾄ ﾓｰﾄﾞ 

 

 RY1 ｷｮｳｾｲﾄﾞｳｻ  

      ｼﾞｮｳﾀｲ :  OFF？ 

ENTER 

CANCEL 

ENTER 

ﾃｽﾄ ﾓｰﾄﾞ 

 

 RY1 ｷｮｳｾｲﾄﾞｳｻ  

       ｼﾞｮｳﾀｲ :  ON ？ 

★ENTER を押している間 

RY１を ON します 
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■コントロールパネルのパネル表示について 

本体に触れたときに静電気によりパネルが 

   ①消灯（ 「ＵＰ」 または 「ＤＯＷＮ」 キーを押しても表示しない） 

    ②文字がずれる 

  となる可能性があります。 

  この場合、パネル下部の 運転停止スイッチの左側にある「PANEL_RESET」 の 

  穴の奥にスイッチがありますので ドライバなどで軽く押すと表示が復帰します。 

 

  コントロールパネルが動作不良になった場合、パネル右上部の基板上にプッシュ 

スイッチがありますので押すと動作が復帰します。 （カレンダーの設定が必要となります） 
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  ７． 点検 

 

 ７－1 日常点検 

     1 ヶ月に 1 度程度以下の箇所を点検いただき異状の無いことを 

確認されて本機をご使用ください。 

       

● 外観  ！！！！非通電状態非通電状態非通電状態非通電状態でででで点検点検点検点検をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。 

本体のくぼみ、本体外部、内部の錆の発生、扉の取り付け、及び 

本体の固定にガタのないこと。 

● 内部に結露、雨水等の水分の侵入がないこと。 

（そのまま使用されますと、水分で感電の恐れがあります） 

● 冷却システム  ！！！！非通電状態非通電状態非通電状態非通電状態でででで点検点検点検点検をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。 

図示しました 2 箇所の冷却用ダクトを点検されて通風孔に 

埃等の堆積が認められましたら、やわらかいブラシを使用して 

埃等を取り除いてください。 

（そのまま使用されますと定格出力が取れない、パワーコンディショナ 

が停止するなどの原因になります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

本体左側通風孔 本体右側通風孔 
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    ●  本体内部点検  ！！！！非通電状態非通電状態非通電状態非通電状態でででで点検点検点検点検をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。    

      各基板の取り付け状況 

      各基板、及び主回路の接続状態に緩み、外れがないこと 

      各機器に損傷、焼損などの破損がないこと。 

 

    ● 通電時の点検 ！！！！内部内部内部内部はははは極極極極めてめてめてめて高圧高圧高圧高圧のののの電位電位電位電位のののの部分部分部分部分がありますがありますがありますがあります。。。。 

                    露出金露出金露出金露出金属部属部属部属部にににに触触触触れないでくださいれないでくださいれないでくださいれないでください。。。。    

 

      異音、異臭のないこと。 

      冷却 FAN の回転に問題のないこと（異音や回転が遅い又は停止する） 

 

 

● 内部動作状態の点検 

図示の故障表示 LED が点灯していないこと。 

 

 

 

  
 

故障表示故障表示故障表示故障表示 LEDLEDLEDLED    
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   図示の液晶パネルの表示が正常であること。 

   連係保護リレーが動作していないこと。 

   （異状発生時の状態は、液晶パネルで履歴として見ることができます 

   本書３３Ｐの動作履歴の項を参照ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上記、項目に関しまして異状が認められましたら、本機のメンテナンス 

会社までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液晶表示液晶表示液晶表示液晶表示パネルパネルパネルパネル    
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７－２ 定期点検 

   本機の定期点検は、設置後 1 年及び 4 年毎です。 

   このこのこのこの点検点検点検点検はははは、、、、専門専門専門専門ののののサービスマンサービスマンサービスマンサービスマンがががが行行行行いますいますいますいます。。。。    

   

● 外観   

本体のくぼみ、本体外部、内部の錆の発生、扉の取り付け、及び 

本体の固定にガタのないこと。 

 

● 内部に結露、雨水等の水分の侵入がないこと。 

 

● 動作時に異音、異臭のないこと。 

 

● 図示の主回路、制御回路の接続状態に異状のないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 極直流端子台（入力）パワーライン  各ネジの状態を目視で確認すること 

DDM1 DDM2 DDM3 DDM4 DDM5 

IPM 基板 

TM405 TM406 

中板下部のパワーライン  各ネジの状態を目視で確認すること 
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本体下部のパワーライン 

各ネジの状態を目視で確認すること 

ACL＿U 
ACL＿V 

ACL＿W 

 
U
0 

 
V
0
 

 
W
0 

ACL＿U 
ACL＿V 

ACL＿W 

 

コンデンサ基板 

TB501 に接続 
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１ 

３ 

５ 

RY8103 自立リレー 

2 

4 

6 

RY8101 主回路リレー 

W 

O 

U 

１ 

３ 

５ 

2 

4 

6 W3 

V3 

U3 

V2 

U2 

W2 

W2 

V2 

U2 

W2 

V2 

U2 

TB602 

フィルタ基板 
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本体及び 中板上部のコネクタ  ○で囲った部分を目視で確認すること 

中板下部のコネクタ   ○で囲った部分を目視で確認すること 
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アースラインの確認箇所   ○で囲った部分を目視で確認すること 
扉 

トランス 
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● 図示の基板の取り付け状態、内部機器の取り付け状態に異状の無いこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

①コントロールパネル基板、②DSP 基板、③電源基板、④インバータ(IPM)基板、⑤コンデンサ基板、⑥フ

ィルタ基板、⑦自立基板、⑧DCDC コンバータ基板 ５枚、⑨補助リレー、⑩主回路リレー、⑪自立リレー、

⑫制御（通信）信号端子部、⑬直流端子台（入力）、⑭交流端子台（出力）、⑮交流側ブレーカ、⑯電力量計、

⑰内部冷却ファン、⑱排気ファン ２台、⑲トランス、⑳リアクトル ３台 

①①①①    ②②②②    ③③③③    ④④④④    

⑤⑤⑤⑤    

⑫⑫⑫⑫    ⑬⑬⑬⑬    
⑮⑮⑮⑮    

⑭⑭⑭⑭    
⑥⑥⑥⑥    

⑰⑰⑰⑰    ⑲⑲⑲⑲    

⑳⑳⑳⑳    

⑨⑨⑨⑨    

⑯⑯⑯⑯    

⑩⑩⑩⑩    

⑱⑱⑱⑱    

⑱⑱⑱⑱    

⑳⑳⑳⑳    ⑳⑳⑳⑳    

⑦⑦⑦⑦    

⑧⑧⑧⑧    
⑪⑪⑪⑪    
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内部の動作状態の確認 

DSP 基板の異状 LED の確認 

図示の LED が点灯していないことを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  点灯している場合は、系統に異状が発生しているか過去に発生したことを示します。 

 

   異状の内容 

  OV が点灯 系統電圧が上昇したことを示します。 

  UV が点灯 系統電圧が低下したことを示します。 

  OF が点灯 系統周波数が上昇したことを示します。 

  UF が点灯 系統周波数が低下したことを示します。 

  受動/能動が点灯  系統に停電、電源異常が発生したことを示します。 

 

   上記 LED が頻繁に点灯する場合、系統の健全性が失われている 

  恐れがあります。本機が接続される AC 系統に異状のないことを 

  確認して、運転を再開してください。 

 

● パワーコンディショナ異状信号 

  パワーコンディショナに異状が発生し、その異状が 10 分以上継続するとき 

巻末の８．制御（通信）信号端子部の詳細に示される 20,21 ピンが導通状態と 

なります。 

 原因を確認して、正常に復帰して、運転を再開してください。 

● パワーコンディショナエラーコード履歴 
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[６．故障時の表示と復帰操作]に記載の故障履歴の表示法で 

故障履歴を表示し記録します。 

以下の故障は、重大な障害が本機に発生している場合があります。  

 ・IPM 異常     （ＩＰＭ ｲｼﾞｮｳ）-----------インバーター主回路に障害が生じました。 

 ・直流過電圧   （ﾁｮｸﾘｭｳ ｶ ﾃﾞﾝｱﾂ）---------インバーター供給電源に異状が生じました。 

 ・DC/DC 異常 (DC/DC ｲｼﾞｮｳ ｻｰﾐｽﾀ)------DC/DC の主回路半導体の温度が異常です。 

 ・DC/DC 異常 (DC/DC ｲｼﾞｮｳ ﾋｭｰｽﾞ)---DC/DC の温度保護ヒューズが切れました。 

 ・MCCB ﾄﾘｯﾌﾟ   （MCCB ﾄﾘｯﾌﾟ）----系統異状が発生でブレーカがトリップしました。 

 ・直流地絡     （ﾁｮｸﾘｭｳ ﾁﾗｸ）-----太陽電池側の路線に異状が発生し、直流が漏れています。 

 ・同期通信異常  （ﾄﾞｳｷ ﾂｳｼﾝ ｲｼﾞｮｳ）-------パワーコンディショナを複数で使用するときの 

                           同期信号が取得できません（運転不可になります） 

 

  原因を取り除き、再度運転を開始しても同様のエラーが出る場合は、異状コードを 

弊社までご連絡ください。 

 

 

● 制御用電源の動作電圧、図示の箇所の電圧を測定し 

 各電圧が下の範囲に入っていること 

 

 

 

【測定箇所１】  24V、±15V、5V 電源部の電圧確認 

      

       電源基板                      測定端子部分 
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【測定箇所２】 15V 電源 

     
       電源基板                        測定部分 

【測定箇所１ つづき】 

                                       

TP2053  +15V 

TP2054 ±15V 用基準点  

TP2055  -15V 
＋＋＋＋    

――――    

----    

++++    

＋＋＋＋    

――――    

TP2051  +5V 

TP2052 5V 用基準点 

＋＋＋＋    

――――    

TP2151  +24V 

TP2152 24V 用基準点 
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項目 測定箇所 規定電圧 

24V 電源 ＋極 ： テストピン TP2151 

－極 ： テストピン TP2152  間の直流電圧を測定 
22.8～25.2V 

+15V 電源 ＋極 ： テストピン TP2053 

－極 ： テストピン TP2054  間の直流電圧を測定 
13.5～16.5V 

-15V 電源 ＋極 ： テストピン TP2055 

－極 ： テストピン TP2054  間の直流電圧を測定 
-16.6～-13.5V 

+5V 電源 ＋極 ： テストピン TP2051 

－極 ： テストピン TP2052  間の直流電圧を測定 
4.75～5.25V 

+15V 電源 1 ＋極 ： LD2255 カソード側ランド 

－極 ： ZD2254 アノードリード  間の直流電圧を測定 

+15V 電源 2 ＋極 ： LD2254 カソード側ランド 

－極 ： ZD2253 アノードリード  間の直流電圧を測定 

+15V 電源 3 ＋極 ： LD2253 カソード側ランド 

－極 ： ZD2252 アノードリード  間の直流電圧を測定 

+15V 電源 4 ＋極 ： LD2252 カソード側ランド 

－極 ： ZD2251 アノードリード  間の直流電圧を測定 

+15V 電源 5 ＋極 ： R2269 リード   

－極 ： R2269 リード  間の直流電圧を測定 

13.5～16.5V 

 

【測定箇所２ つづき】 15V 電源 

 

+15Ｖの測定箇所は５箇所あります。 

 

上側４箇所は LED(LD2255～LD2252)横の丸く銅箔が見えて

いる部分にテスターのプラス極を、ZD2254～ZD2251 と記述

のある部品の下側リード部分にマイナス極を当てます。 

（LD2255～LD2252 と ZD2254～ZD225 はそれぞれ絶縁され

ています） 

 

また、最も下の回路は抵抗 R2269 の両端の電圧を計りま

す。 

直流電圧が規定の値に入っていることを確認します。 
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● 系統電圧を測定し電圧が正常であること 

    判定基準  AC202V±10%以内 

 

 

 

 

 

● 連係保護リレーの状態 

履歴を確認し連携保護リレーが動作していないことを確認する。 

 

● 連係保護リレー動作試験  (OVGR 試験のみ) 

[巻末の８．制御（通信）信号端子部の詳細]に示される 22,23 ピンを短絡し OVGR 

の表示とともにパワーコンディショナが運転を停止することを確認する。 

 

● 単独運単検出リレーの動作確認 

[６．故障時の表示と復帰操作]のテストモードで RY1 を ON としたとき 

能動（ノウドウ）が動作すれば正常です。 

[６．故障時の表示と復帰操作]のテストモードで RY２を ON としたとき 

受動（ジュドウ）が動作すれば正常です。 

  

● 単独運単検出の動作確認 

系統を停電させた後、本機が継続運転を行わず停止することを確認して 

且つ、故障履歴にも受動/能動（ジュドウ/ノウドウ）の履歴が残ることを 

確認してください。 

   

● 絶縁抵抗試験 

以下の実施法に従い試験を実施してください。 

接続接続接続接続をををを誤誤誤誤るとるとるとると本機本機本機本機がががが損傷損傷損傷損傷することがすることがすることがすることが有有有有りますりますりますります。。。。    

 

１ 試験前に本機の端子台に接続された外部配線を取り外してください。 

２ 次ページに示すリレーのピンを短絡（補助接点部分は接続しない） 

３ AC ブレーカ、PV 端子台のスイッチを ON にする。 

 試験方法  DC1000V メガにて下記端子間の抵抗を測定する。 

 

 

 AC 出力一括 ----アース端子 

 

            判定基準  5MΩ以上 

交流端子台（出力）の端子間

電圧①、②、③をが判定基準

内であることを確認します。 

① 

② 

③ 

交流端子台（出力） 
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● 冷却システム  ！！！！非通電状態非通電状態非通電状態非通電状態でででで点検点検点検点検をををを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。 

筐体両側面 2 箇所の冷却用ダクトを点検し、通風孔に埃等の堆積がある場合は 

やわらかいブラシで取り除いてください。 

（そのまま使用されますと定格出力が取れない、パワーコンディショナが停止する 

などの原因になります） 

 

   ●   冷却 FAN の回転に問題のないこと（異音や回転が遅い又は停止する減少がないこと） 

2 つのリレーの図示の端子を短絡する 

絶縁抵抗試験での短絡箇所 
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８．制御（通信）信号端子部の詳細 

 

 

    この端子台は、外部機器に本機の動作状態を送信したり、外部からの制御を受け付ける     

ための各種制御信号が出ています。 

 

 
ピンアサイン 端子台

1 ●
2 ●
3 ●
4 ●
5 ●
6 ●
7 ●
8 ●
9 ●
10 ●
11 ●
12 ●
13 ●
14 ●
15 ●
16 ●
17 ●
18 ●
19 ●
20 ●
21 ●
22 ●
23 ●
24 ●
25 ●
26 ●
27 ●
28 ●
29 ●
30 ●

信号名

RS485+

RS485-

無電圧接点でAC220V、2A又はDC24V、2Aまで開閉できます。

RS485GUARD

同期信号入力+

同期信号入力-

同期信号出力+

停止中に閉じとなる接点です。

同期信号出力-

NC

運転

未接続

運転中に閉じとなる接点です。

無電圧接点でAC220V、2A又はDC24V、2Aまで開閉できます。

停止

保護リレー動作1

保護リレー動作1

本機に異常が発生し、その状態が10分継続するとこの接点が閉じます。

接点容量は110Vac、10VA以下又は100Vdc、10VA以下です。

電力量計よりの電力カウント接点です。無電圧接点です。

未接続

無電圧接点でAC220V、2A又はDC24V、2Aまで開閉できます。

保護リレーで能動検出が動作すると閉じとなります。

ER_C

ER_E

STOP1

保護リレー動作2

保護リレー動作2

NC

CA

STOP5

STOP6

NC

差動の入出力レベルで、RS422相当です。

未接続

無電圧接点でAC250V　、5Aまで開閉できます。

AC250V、1A以上の容量を持つ接点で開閉してください。

停止信号によりパワコンが停止しているときに閉じとなる接点です。

＊有極接点です。20ピンが＋で35V、5mA以下の開閉容量としてください。

DCOFSETT1+

DCOFSETT1-

DCOFSETT2+

DCOFSETT2-

動作

運転

停止

STOP2

本機のPV電圧、電力などの内部データーや状態をこのポートを

通じて取得できます、通信方式は差動のRS485です。

並列運転用同期信号入出力です。

複数のパワコンを同期して並列運用するときに使用します。

CB

保護リレーが動作すると閉じとなります。

無電圧接点でAC220V、2A又はDC24V、2Aまで開閉できます。

この接点を閉じとすると、本機は運転を停止します。

社内調整用端子です。

 


